
　
先
月
号
ま
で
「
松
岡
五
兄
弟
」

で
は
、
静
雄
の
生
涯
を
た
ど
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
を
ち

ょ
っ
と
お
休
み
し
て
、
松
岡
静
雄

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
静
雄
の
兄
で
あ
る
柳
田
國
男
は
、

『
故
郷
七
十
年
』
の
中
で
、
兄
弟

の
性
格
に
つ
い
て
、 

　
「
私
ら
兄
弟
、
長
兄
と
次
兄
の

二
人
は
そ
う
露
骨
に
あ
ら
わ
し
は

し
な
か
っ
た
が
、
私
以
下
の
三
人

は
皆
凝
り
性
と
、
人
の
や
ら
な
い

こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
野

心
と
、
負
け
ん
気
と
い
う
よ
う
な

性
癖
を
も
っ
て
い
た
。
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
、
そ
の
性
格
が
最
も
極
端

に
表
れ
て
い
た
の
が
静
雄
で
あ
っ

た
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。
（
「
次

弟
松
岡
静
雄
」
） 

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
兄
弟
共
通

の
性
格
が
、
母
方
の
系
統
か
ら
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

一
方
で
、
静
雄
の
こ
と
を 

　
「
但
馬
生
野
の
鉱
山
近
く
に
葬

ら
れ
て
い
る
祖
父
の
陶
庵
居
士
や
、

利
か
ん
気
だ
っ
た
松
之
助
と
い
う

変
り
者
の
先
祖
を
思
う
時
、
私
は

い
つ
も
、
五
十
九
歳
の
短
い
一
生

の
間
を
、
ま
こ
と
に
充
実
し
て
濃

厚
に
生
き
た
弟
静
雄
を
し
の
ぶ
の

で
あ
る
。
松
岡
の
家
に
伝
わ
る
一

種
の
型
が
、
私
達
兄
弟
の
中
で
静

雄
に
一
番
濃
く
伝
わ
っ
て
い
る
の

で
な
い
か
と
思
う
。
」
と
、
評
し

て
い
ま
す
。
（
「
日
蘭
通
交
調
査 

会
」
） 

　
松
岡
兄
弟
の
祖
父
、
真
継
陶
庵

は
、
松
岡
家
に
養
子
に
入
っ
た
も

の
の
、
義
父
や
妻
と
反
り
が
合
わ

ず
、
離
縁
さ
れ
た
人
物
で
す
。
ま

た
、
松
之
助
は
弱
き
を
助
け
、
強

気
を
挫
く
よ
う
な
侠
客
肌
の
人
物

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
静
雄
は
大
正
７
年（
１
９
１
８
）

に
海
軍
を
辞
め
、
予
備
役
に
編
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
大
佐
だ
っ

た
静
雄
は
、
後
々
の
こ
と
を
考
え

て
、
そ
れ
以
上
昇
進
す
る
前
に
自

か
ら
望
ん
で
辞
め
た
と
語
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
海
軍

と
い
う
組
織
に
う
ま
く
な
じ
め
ず
、

出
世
コ
ー
ス
か
ら
も
外
れ
て
し
ま

い
、
辞
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
本
当
の
よ
う
で
す
。
一
方
、
海

軍
に
い
た
こ
ろ
か
ら
、
自
分
を
頼

っ
て
く
る
人
に
対
し
て
は
非
常
に

面
倒
見
が
よ
く
、
晩
年
に
は
自
宅

を
開
放
し
て
庭
に
テ
ン
ト
を
張
り
、

若
い
学
生
に
学
問
と
議
論
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

静
雄
の
生
き
様
を
、
國
男
は
先
祖

と
重
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
そ
し
て
、
静
雄
の
性
格
は
、
そ

の
学
問
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
國

男
は
静
雄
の
学
問
の
方
法
に
つ
い

て
、
研
究
者
と
の
交
流
を
持
た
な

い
た
め
に
、
間
違
い
を
指
摘
す
る

人
が
い
な
か
っ
た
、
日
頃
か
ら
学

問
の
比
較
研
究
が
足
り
な
か
っ
た

な
ど
、
批
判
的
な
言
葉
を
多
く
残

し
て
い
ま
す
。
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
者
と
交
流
の
あ
っ
た
國

男
に
と
っ
て
、
学
界
と
接
点
を
持

た
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
我
が
道

を
進
む
よ
う
な
学
問
の
在
り
方
は
、

到
底
認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
当
然
、
國
男
自
身

も
静
雄
に
対
し
て
、
助
言
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

「
（
静
雄
が
）一
生
私
の
い
う
こ
と

を
き
か
な
か
っ
た
」
（
「
手
賀
沼

の
蛸
釣
り
」
）
と
い
う
言
葉
か
ら

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
静
雄
は
兄

の
助
言
す
ら
聞
き
入
れ
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

ま
で
く
る
と
、
少
し
頑
固
す
ぎ
る

よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
と
に
か

く
負
け
ず
嫌
い
の
静
雄
の
こ
と
で

す
。
内
心
で
は
、
歳
も
近
く
、
先

に
学
問
の
分
野
で
名
を
馳
せ
始
め

て
い
た
兄
へ
の
対
抗
心
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
と
は
い
え
、
柳
田
國
男
の
起
こ

し
た
日
本
民
俗
学
の
よ
う
に
、
現

在
に
ま
で
続
く
評
価
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
静
雄
の

学
問
が
無
駄
な
努
力
で
あ
っ
た
か

と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
南
洋
諸
島
の
研
究
で

は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
南
洋
民
族

の
習
俗
や
文
化
、
言
語
を
収
集
、

記
録
し
て
お
り
、
一
連
の
著
作
は

現
在
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
語
や
古
典
の

研
究
に
関
し
て
も
、
学
界
の
研
究

者
と
は
異
な
る
、
独
創
的
な
解
釈

や
意
見
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
、
晩
年
病
床
に
あ
り
な
が

ら
も
、
多
い
と
き
に
は
１
年
に
数

冊
の
ペ
ー
ス
で
著
作
を
発
表
し
続

け
た
、
学
問
へ
の
情
熱
は
、
決
し

て
柳
田
國
男
に
劣
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
福
崎
町
立
柳
田
國
男
・

松
岡
家
記
念
館
で
は
、
９
月
１５
日

か
ら
、
記
念
展
「
松
岡
静
雄
展
〜

南
洋
に
魅
せ
ら
れ
た
海
軍
大
佐 

〜
」
が
始
ま
り
ま
す
（
１１
月
２５
日

ま
で
）。
会
場
で
は
、
残
さ
れ
た

資
料
か
ら
静
雄
の
生
涯
を
た
ど
る

と
と
も
に
、
彼
が
残
し
た
数
多
の

著
書
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

民
族
学
、
言
語
学
、
古
代
史
学
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
著
作
の
数
々

か
ら
は
「
短
い
一
生
の
間
を
、
ま

こ
と
に
充
実
し
て
濃
厚
に
生
き 

た
」
静
雄
の
生
き
様
、
学
問
へ
の

情
熱
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
是
非
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
助
教
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
静
雄
と
い
う
人
物 

第３７話 

と
う
あ
ん
こ
じ

 

ま
つ
ぎ
と
う
あ
ん 

く
じ 

き
ょ
う
か
く
は
だ 

た
こ
つ

 

て

が

ぬ

ま

 

あ
ま
た 

１２ 

開館時間：９時～１６時３０分 
入　　館：無料 
休 館 日：月曜日（祝日の場合は開館） 
　　　　　祝日の翌日 
問い合わせ先：　２２－１０００ 

松　岡　静　雄　展 
◆南洋に魅せられた海軍大佐◆ 



１３ 

祭りの見どころや、自慢の屋台の写真など、思い出の一枚をホームページに載せてみませんか？ 
詳しくは福崎町ホームページをご確認ください。（http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/００００００１５０９.html） 

歴史民俗資料館　連続講座③のご案内 
　産屋は、日本でもっとも古い出産習俗の一つで
あると考えられています。柳田國男も研究したこ
の習俗について、平成２９年度日本民俗学会研究奨
励賞福崎町賞受賞者の伏見裕子さんをお招きし、
新たにジェンダーの視点から出産の歴史を解き明
かします。ぜひ、ご参加ください。 
演題：近代日本における出産と産屋 
日時：９月１６日（日）１３：３０～１５：００ 
講師：伏見裕子さん 
　　　（日本民俗学会奨励賞（福崎町賞）受賞者） 
場所：歴史民俗資料館　２階 
受講料：無料（申込不要） 
問い合わせ先：歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

松岡静雄展  ◆南洋に魅せられた海軍大佐◆ 

会期：９月１５日（土）～１１月２５日（日） 

入館無料 

　
松
岡
静
雄
は
柳
田
國
男
の
弟
で
、
海
軍
兵

学
校
を
主
席
で
卒
業
し
海
軍
士
官
と
な
り
ま

す
。
海
軍
大
佐
を
最
後
に
軍
務
を
去
り
、
言

語
学
や
民
族
学
の
研
究
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

　
記
念
展
で
は
、
静
雄
か
ら
國
男
へ
宛
て
た

書
簡
や
静
雄
ゆ
か
り
の
品
々
、
書
籍
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
静
雄
の
人
物
像
や
生
涯
を
通

じ
て
取
り
組
ん
だ
研
究
の
数
々
、
互
い
に
相

通
じ
た
研
究
を
行
っ
た
松
岡
家
兄
弟
の
絆
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、
１
４
０
年
の
節
目
を
祝

い
ま
す
。 

会
　
　
場:

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

開
館
時
間:

９
時
〜
１６
時
３０
分 

　
　
　
　
　
（
入
館
は
１６
時
ま
で
） 

休
館
日:

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
） 

　
　
　
　
　
祝
日
の
翌
日 

問
い
合
わ
せ
先:

　
２２
・
１
０
０
０ 

　「ひょうご森のまつり２０１８」で実施する「里山
整備体験」に参加して、木の枝の伐採などを体験
しませんか？ 
日　時　１１月４日（日）午後 
場　所　青少年野外活動センター 
　※小学生以下のお子さんは、 
　　保護者同伴でご参加ください。 
受　付　９月１０日（月）～１０月２６日（金） 
申し込み・問い合わせ先　農林振興課（内線３１４） 

参加 
無料 「里山整備体験」参加者募集 

　特産もち麦を栽培しているもち麦生産組合が勉
強会を開催し、２４人が参加しました。 
　勉強会では、姫路農業改良普及センターの担当
普及員が講師となり、収穫量向上のため、気象条
件にあわせた栽培方法や排水対策のポイントを学
びました。また、参加者自身の経営や栽培につい
ての情報など、活発な意見交換も行いました。 
　今後も、勉強会を通じて生産者の生産性向上や
経営の安定化を図っていきます。 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランテ
ィアの活動予定（９/２０～１０/１９）をお知らせします。
ぜひボランティア活動にご参加ください。 
ココロンクラブ 
　９月２２日（土）８：３０～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　１０月３日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
　１０月１７日（水）９：００～　元八千種ＪＡ前花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

播州福崎秋祭りの写真を募集しています ○問い合わせ先　企画財政課　企画係（内線２３２） 

　ふるさと納税をされた方に、御礼の 

品として進呈する記念品を提供してい 

ただける事業者を募集しています。 

応募要件（主な要件） 

〇福崎町内で生産、販売、提供される商品、サ

ービスで、福崎町の特産と認められるのもの 

○町内に本社又は主たる事業所を有すること 

募集要項　詳細はホームページをご覧ください 

問い合わせ先　企画財政課（内線２３１） 

福崎町ふるさと応援寄附金の 
協力事業者を募集します！ 



お知らせ 

information

巡
回
バ
ス
運
休
の
お
知
ら
せ 

　
９
月
２４
日
（
月
）
は
、
祝
日
の

振
替
休
日
の
た
め
、
巡
回
バ
ス
は

運
休
と
な
り
ま
す
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

大
貫
不
燃
物
中
継
基
地 

臨
時
休
場
の
お
知
ら
せ 

　
１０
月
６
日
（
土
）
・
７
日
（
日
）

は
秋
祭
り
の
た
め
、
大
貫
不
燃
物

中
継
基
地
は
臨
時
休
場
し
ま
す
。 

通
常
開
場
日:

土
・
日
・
月
曜
日 

受
付
時
間:

８
時
３０
分
〜
１２
時
、 

　
１３
時
〜
１７
時 

（
住
民
生
活
課
　
内
線
３
７
２
） 

 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

老
人
福
祉
月
間 

■
風
呂
の
無
料
利
用
に
つ
い
て 

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
満
６５
歳
以

上
の
方
は
、
１
人
１
回
に
限
り
風

呂
を
無
料
で
利
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
フ
ロ
ン
ト
で
年
齢
の
わ
か

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

期
間
　
１０
月
１５
日（
月
）ま
で 

■
施
設
利
用
に
つ
い
て 

定
休
日
　
毎
水
曜
日 

臨
時
休
館
日 

　
　
９
月
１８
日（
火
） 

　
　
１０
月
７
日（
日
） 

　
　
１１
月
２０
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
１２
月
中
の
利
用
は
１０
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
タ

オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害

児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ 

　
重
度
の
障
害
が
重
複
す
る
な
ど

の
在
宅
障
害
者
（
児
）
の
方
で
、

医
師
の
診
断
書
等
に
よ
り
該
当
す

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
特

別
障
害
者
手
当
も
し
く
は
障
害
児

福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
入
院
中
や

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
除
き

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
（
内
線
３
６
５
） 

 「
西
は
り
ま
障
が
い
者
雇
用
促 

進
の
つ
ど
い
」
開
催 

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
の
促

進
を
目
的
に
、
合
同
就
職
面
接
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
９
月
２８
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

　
　
　（
受
付
１２
時
３０
分
〜
１５
時
） 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
３
階
鳳
凰
の
間 

参
加
企
業
　
４５
社
（
予
定
） 

持
参
品
　
履
歴
書
（
複
数
部
）
、

各
種
障
害
者
手
帳
な
ど 

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路

専
門
援
助
部
門
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
５ 

 

兵
庫
県
政
１
５
０
周
年
記
念 

県
民
連
携
事
業
を
募
集
中 

　
県
政
１
５
０
周
年
の
節
目
に
際

し
、
地
域
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
行

う
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
組
を
支

援
し
ま
す
。 

事
業
実
施
期
間
　
平
成
３１
年
３
月

末
ま
で 

申
請
受
付
期
間
　
平
成
３１
年
２
月

５
日
ま
で 

※
事
業
開
始
月
の
前
月
５
日
ま
で

に
申
請
が
必
要
で
す
。 

助
成
額
　
１
団
体
あ
た
り
原
則
５

〜
５０
万
円 

問
い
合
わ
せ
先 

中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
課 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
１
９
７ 

 

参
加
者
募
集 

災
害
に
そ
な
え
て
〜
か
ん
じ
る
〜 

現
地
体
感
バ
ス
ツ
ア
ー 

　
バ
ス
で
中
播
磨
地
域
を
巡
り
、

河
川
改
修
箇
所
や
雨
水
貯
留
施
設
、

ダ
ム
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。 

日
時
　
１１
月
８
日（
木
） 

　
　
　
９
時
〜
１７
時
ご
ろ 

集
合
・
解
散
場
所
　
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅 

参
加
費
　
無
料 

定
員
　
３５
人
（
１０
歳
以
上
。
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
） 

申
込
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル

※
申
込
書
は
兵
庫
県
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す 

締
切
　
１０
月
３
日（
水
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

県
総
合
治
水
課
調
整
班 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
９
２
６
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
２
・
３
９
４
２ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

chisui@
pref.hyog

o.lg
.jp 

 

こ
ど
も
の
館
「
児
童
彫
刻
ア

イ
デ
ア
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品
募
集 

　
「
わ
た
し
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。
金
賞
、
銀
賞
の
２
点
は
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
り
「
こ
ど
も
の

館
」
に
設
置
さ
れ
ま
す
。 

対
象
　
１８
歳
未
満
の
子
ど
も 

（
平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在
） 

締
切
　
１１
月
３０
日（
金
） 

応
募
方
法
　
専
用
Ｈ
Ｐ
か
ら
応
募 

（https://child-dream
.jp

） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
こ
ど
も
の
館 

　
０
７
９
・
２
６
７
・
４
１
６
４ 

 

県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

平
成
３１
年
度
生
募
集 

募
集
学
科 

〈
２
年
制
〉
建
築
工
学
科
、
自
動

車
工
学
科
、
機
械
工
学
科 

〈
１
年
制
〉
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

試
験
区
分
　
推
薦
入
校
試
験
（
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
者
） 

試
験
日
　
１０
月
２０
日（
土
） 

募
集
期
間
　
１０
月
１
日（
月
）〜
１２

日（
金
）
※
期
間
末
日
必
着 

※
別
途
一
般
入
校
試
験
（
既
卒
者 

・
学
校
卒
業
見
込
み
者
）
を
実
施

し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

　
０
７
９
６
・
２
４
・
２
２
３
３ 

ス
ポ
ー
ツ 

自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会 

大
い
に
盛
り
上
が
る
！ 

　
８
月
１７
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た

り
、
町
民
第
１
グ
ラ
ン
ド
他
で 

「
第
３７
回
自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
図

る
良
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

優
　
勝
　
吉
田 

準
優
勝
　
板
坂 

第
３
位
　
余
田 

　
　
　
　
八
反
田 

１４ 



児
童
・
生
徒
の
活
躍 

◆
福
崎
東
中
学
校
の
生
徒
２
人
が

町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
全
国
中
学

校
体
育
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。 

　
澤
田
龍
輝
さ
ん
（
右
）
３
年 

　
　
陸
上
競
技 

　
　
　
男
子
共
通
４
０
０
ｍ 

　
岡
謙
佑
さ
ん
（
左
）
３
年 

　
　
水
泳 

　
　
　
男
子
１
５
０
０
ｍ
自
由
形 

　
　
　
男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形 

          

◆
福
崎
小
学
校
２
年
生
の
中
原
心

弦
く
ん
が
各
種
大
会
で
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

・
第
２
回
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道

リ
ア
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
選

抜
大
会
（
京
都
市
）
　
第
３
位 

　
第
４
回
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
リ
ア
ル

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

・
第
４
回
兵
庫
県
空
手
道
選
手
権

大
会
（
神
戸
市
）
　
第
３
位 

・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手

権
大
会
（
大
阪
市
）
　
第
３
位 

       

◆
小
笠
原
伶
奈
さ
ん
が
８
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
第
６
回
世
界
総
極

真
近
畿
大
会
・
高
校
１
年
生
女
子

上
級
の
部
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
小
笠
原
さ
ん
は
１２
月
に
愛
知
県

豊
田
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
６
回

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に

出
場
さ
れ
ま
す
。 

　小学校・中学校の

運動会・体育大会を

次の日程で開催します。 

お忙しい時期ですが、各学校へ足をお運

びいただき、子どもたちにご声援をお願い

します。 

【開催日】 

　福崎西中学校　９月１５日（土）　８：５０～ 

　福崎東中学校　９月１５日（土）　９：００～ 

　福崎小学校　９月２２日（土）　８：５０～ 

　高岡小学校　９月２２日（土）　９：００～ 

　田原小学校　９月２２日（土）　８：４５～ 

　八千種小学校　９月２２日（土）　９：００～ 

（学校教育課） 

平成３０年度　　　 
運動会・体育大会 
のお知らせ 

ヴィッセル神戸 福崎町応援デー 

試合　ヴィッセル神戸 vs. Ｖ・ファーレン長崎 

日時　１０月６日（土）１９時試合開始 

場所　ノエビアスタジアム神戸 

価格　高校生以上：１,５００円 

　　　小中学生以下：５００円 

席種　クラブ指定の自由席・１００人 

応募条件　福崎町内在住の方 

応募方法　「vk１００６@m.msgs.jp」もしくは下記QRコード

に空メールを送信し、申し込んでください。 

当選連絡　試合の1週間前までに、登録した 

　メールアドレス宛に通知が届きます。 

応募締切　９月２３日（日） 

　※チケットの発券には１枚１０８円の手数料が必要です。 

　※「コンビニ支払」の場合は１６２円の手数料が必要です。 

問い合わせ先　ヴィッセル神戸チケットセンター 

　　　　　０７８－５９９－８０５１（１０:００～１７:３０ 土日祝休） 

ホームゲームの観戦チケットを優待価格で販売します！ 

１５ 

　ハロウィンジャンボ宝くじの収益金は、各市町の明るく住みよいまちづくりに
使われています。 
　収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付されますので、ぜひ、県内の
宝くじ売り場でお買い求めください。 

発売期間　１０月１日（月）～２３日（火） 
当 選 金　１等前後賞合わせて５億円ほか 
問い合わせ先　（公財）兵庫県市町村振興協会　　０７８（３２２）１１５１ 
 

優勝した吉田のみなさん 



緑
陰
や
　

古
民
家
カ
フ
ェ
　

ラ
ン
プ
の

灯
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
幼
子
の
　

寝
顔
に
送
る
　

団
扇
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

出
目
金
の
　

泳
ぐ
こ
の
世
の
　

透
明
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

女
子
会
の
　

盛
り
あ
が
り
た
る
　

梅
雨

最
中
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

木
々
多
き
　

城
址
公
園
　

蝉
し
ぐ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

開
け
は
な
す
　

寺
の
座
敷
に
　

涼
し
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

田
面
揺
ら
し
　

野
に
下
り
来
る
　

青
田

風
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

榕
樹
の
　

根
っ
こ
か
ら
ま
る
　

夏
旺
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

夏
草
の
　

野
辺
に
う
ず
も
る
　

五
輪
塔 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

 

高
山
寺
　

み
や
げ
に
買
い
し
　

戯
画
団

扇
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 
一
本
の
　

向
日
葵
つ
い
に
　

背
丈
越
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

競
演
の
　

最
後
に
大
き
な
　

揚
げ
花
火 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

初
蝉
の
　

一
声
た
か
く
　

啼
け
る
今
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拜
野
寿
々
華 

 

夕
涼
み
　

挟
み
将
棋
の
　

親
子
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

拡
げ
た
る
　

古
地
図
に
匂
い
　

梅
雨
の

黴
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

前
栽
の
ひ
と
き
わ
高
き
栂
の
樹
の
歯
朶
抱
き
聳
つ
歩
哨
の
ご
と
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

夏
草
の
し
げ
る
堤
に
音
ひ
び
か
せ
朝
を
あ
ふ
る
る
大
川
の
水 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

掘
り
た
て
の
新
ジ
ャ
ガ
を
煮
る
夕
餉
時
落
と
し
蓋
は
コ
ト
コ
ト
コ
ト

コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

朝
な
さ
な
遮
断
機
の
側
に
立
つ
人
の
声
も
ら
い
つ
つ
渡
り
ゆ
く
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 
 

玄
関
に
ど
っ
か
と
野
菜
置
き
た
る
は
麦
藁
帽
子
と
日
に
焼
け
た
顔 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
正 

五
月
風
に
煽
ら
れ
て
ゐ
る
樟
の
梢
　
獅
子
に
成
っ
た
り
熊
に
な
っ
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

歳
古
り
て
怠
惰
と
な
り
し
日
々
に
し
て
ゴ
ー
ヤ
の
蔓
は
ひ
た
す
ら
に

延
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

い
く
年
を
ト
マ
ト
作
り
き
こ
の
ハ
ウ
ス
今
朝
も
五
つ
の
収
穫
を
な
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

梅
雨
に
入
り
十
薬
臭
ふ
勝
手
口
十
字
の
花
の
い
ま
盛
り
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

梅
雨
明
け
の
庭
生
温
る
し
匂
い
く
る
梔
子
の
花
夜
に
入
り
て
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

か
び 

が
じ
ゅ
ま
る 

い
だ 

た 

俳

句

会 

短

歌

会 

１６ 

秋の全国交通安全運動 

　秋口は日没時間の急激な早まりとともに夕暮れ

時や夜間の事故が増える季節です。 

　事故にあわないよう十分に注意し、交通ルール

を守り、正しい交通マナーの実践を心がけてくだ

さい。 

○自動車、自転車を利用される方は早めのライト

点灯を心がけましょう。歩行者は反射材などを

身につけて、事故にあわないようにしましょう。 

○飲酒運転は絶対しないでください。 

○シートベルトは全席着用となっています。運転

者だけでなく、同乗者もシートベルトを着用し

ましょう。 

○チャイルドシートを正しく着用してください。 

○運転中に携帯電話を使用しないでください。 

（住民生活課） 

９月２１日（金）～３０日（日） 


